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滝廉太郎が富山を去って125年記念

富山と滝廉太郎

　天才作曲家として名高い滝廉太郎は、

多感な少年時代の約２年間を富山で過ごしている。

当時、彼が通っていたのは、荒れ果てた富山城址内にあった小学校。

その時の四季折々の様々な体験は、

後の彼の作曲活動に少なからぬ影響を与えたにちがいない。

　滝廉太郎が父親の非職にともない、富山を去ってから１２５年。

富山ゆかりの作曲家として、県民・市民の意識を高め、

顕彰していくことが、文化的な街づくりにつながるのではないだろうか。

特 別 企 画



9 2013.8 2013.8 8

や
石
垣
、
時
鐘
台
、
内
堀
は
残
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
必
要
の
な
く
な
っ
た
外

堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
富
山
県
中
学
校

や
県
会
議
事
堂
等
の
新
し
い
建
物
が
建

て
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
城
跡
の
北
側
に
は
、
当
時
は

ま
だ
神
通
川
の
本
流
が
流
れ
て
お
り
、

一
帯
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い

た
。（
神
通
川
の
馳
越
線
工
事
に
よ
る
直

線
化
は
明
治
36
年
に
完
成
。
か
つ
て
の

神
通
川
河
道
は
戦
前
の
都
市
計
画
で
埋

め
立
て
ら
れ
、
名
残
と
し
て
残
さ
れ
た

川
が
現
在
の
松
川
で
あ
る
）

場
所
だ
と
い
え
る
。

　

郷
土
史
家
の
八
尾
正
治
氏
は
、『
荒
城

の
月
と
と
や
ま
』（
社
内
誌
へ
の
寄
稿

文
・
昭
和
51
年
）の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
人
は
長
じ
て
、
持
っ
た
才
能
を
発
揮

す
る
が
そ
の
素
地
は
幼
少
の
頃
に
培
わ

れ
る
と
い
う
。
天
才
廉
太
郎
の
音
楽
的

才
能
を
育
て
、
そ
れ
を
伸
ば
し
た
も
の

は
と
や
ま
の
美
し
い
自
然
で
あ
り
、
豊

か
な
人
情
と
風
物
だ
っ
た
と
は
い
え
ま

い
か
」

　

滝
一
家
は
、
明
治
21
年
４
月
、
父
・
吉

弘
の
非
職
に
と
も
な
い
、
富
山
を
去
っ

た
。
非
職
の
原
因
は
、
吉
弘
と
初
代
富

山
県
知
事
の
国
重
正
文
氏
と
の
溝
が
深

ま
っ
た
た
め
と
も
言
わ
れ
る
が
、
大
黒

柱
が
職
を
失
っ
た
こ
と
は
、
滝
家
に
暗

い
影
を
落
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。
廉
太
郎
少
年
に
と
っ
て
、
富

山
は
ま
さ
に
父
の
栄
枯
盛
衰
を
味
わ
っ

た
場
所
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年　
８
月
24
日

東
京
都
芝
区
南
佐
久
間
町
に
生
ま
れ
る
。

１
８
８
２
（
同
15
）
年　
11
月　

父
が
神
奈
川
県
書
記
官
と
な
り
、横
浜
に
転
居
。

１
８
８
６
（
同
19
）
年　
８
月　

父
が
富
山
県
書
記
官
に
栄
転
と
な
り
、
富
山

市
に
転
居
。

９
月　
富
山
県
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校

１
年
に
転
入
。（
７
歳
）

１
８
８
７
（
同
20
）
年　
２
月　

父
が
知
事
代
理
と
な
る
。

１
８
８
８
（
同
21
）
年　
４
月　

父
が
非
職
を
命
じ
ら
れ
る
。

５
月　

傷
心
の
う
ち
に
富
山
を
離
れ
、
東
京

へ
転
居
。
東
京
市
麹
町
小
学
校
３
年
に
転
入
。

１
８
８
９
（
同
22
）
年　
３
月

父
が
大
分
県
大
分
郡
長
に
任
じ
ら
れ
る
。（
廉

太
郎
は
、祖
母
、病
弱
の
姉
ら
と
東
京
に
残
る
）

１
８
９
０
（
同
23
）
年　
５
月　

廉
太
郎
も
、
大
分
に
転
居
。
大
分
県
師
範
学

校
附
属
小
学
校
高
等
科
１
年
に
転
入
。

１
８
９
１
（
同
24
）
年　
11
月　

父
が
大
分
県
直
入
郡
長
に
転
じ
る
。

12
月　
一
家
、
豊
後
竹
田
へ
転
居
。

１
８
９
４
（
同
27
）
年　
５
月　

上
京
し
、
音
楽
学
校
受
験
準
備
の
た
め
芝
区

愛
宕
町
の
「
芝
唱
歌
会
」
に
入
会
。

９
月　
東
京
音
楽
学
校
（
予
科
）
へ
入
学
。

１
８
９
５
（
同
28
）
年　
９
月　

同
校
本
科
へ
進
学
。

１
８
９
８
（
同
31
）
年　
７
月　

本
科
を
首
席
で
卒
業
。
９
月
に
研
究
科
入
学
。

１
８
９
９
（
同
32
）
年　
９
月　

音
楽
学
校
嘱
託
と
な
る
。（
20
歳
）

１
９
０
０
（
同
33
）
年　
６
月　

ピ
ア
ノ
・
作
曲
研
究
を
目
的
と
し
、
満
３
カ

年
の
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
年
、

｢

荒
城
の
月｣｢

花｣

を
含
む
組
曲 ｢

四
季｣ 

｢

箱
根
八
里｣ ｢

お
正
月｣

な
ど
、多
数
作
曲
。

１
９
０
１
（
同
34
）
年　
４
月　

ド
イ
ツ
留
学
へ
出
発
。

10
月
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
王
立
音
学
院
入
学
。

１
９
０
２
（
同
35
）
年　
10
月　

病
気
の
た
め
、
ド
イ
ツ
よ
り
横
浜
港
に
帰
省
。

大
分
市
の
父
母
の
も
と
で
療
養
。

１
９
０
３
（
同
36
）
年　
６
月
29
日　
病
死
。

（
23
歳
10
カ
月
）

― 

滝
廉
太
郎
　
年
表 

― 

　

こ
の
富
山
の
情
緒
豊
か
な
景
色
を
見

な
が
ら
、
廉
太
郎
少
年
は
毎
日
、
小
学

校
へ
通
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
明

治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
到
来
で
破
壊

さ
れ
て
い
く
旧
体
制
の
遺
構「
富
山
城
」

や
、
変
わ
り
行
く
街
並
み
を
そ
の
目
に

焼
き
付
け
た
に
違
い
な
い
。

　

廉
太
郎
少
年
が
北
陸
・
富
山
に
来
て
、

初
め
て
見
た
の
が
雪
景
色
。
20
歳
頃
、

廉
太
郎
は
組
曲「
四
季
」を
作
曲
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
の「
雪
」は
富
山
時
代
の

冬
を
思
い
起
こ
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
有
名
な「
花
」も
、
歌
わ

れ
て
い
る
の
は
墨
田
川
だ
が
、
春
う
ら

ら
の
神
通
川（
今
の
松
川
の
あ
た
り
）を

上
り
下
り
し
て
い
る
舟
人
を
連
想
し
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
お
正
月
」、「
雪
や
こ
ん
こ

ん
」、「
桃
太
郎
」な
ど
の
幼
稚
園
唱
歌
も

富
山
に
い
た
頃
を
な
つ
か
し
ん
で
作
っ

た
と
言
わ
れ
、
富
山
は
後
の
滝
廉
太
郎

の
作
曲
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

貴
重
な
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
富
山

　

東
京
で
生
ま
れ
た
滝
廉
太
郎
は
、
明

治
政
府
の
官
僚
だ
っ
た
父
の
栄
転
に
と

も
な
い
、
３
歳
で
横
浜
へ
、
そ
し
て
７

歳
の
時
に
は
富
山
へ
引
っ
越
し
た
。
父

が
、
富
山
県
書
記
官（
副
知
事
）に
任
命

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

当
時
、
廉
太
郎
少
年
が
通
っ
て
い
た

の
は
、
富
山
県
尋
常
師
範
学
校
附
属
小

学
校（
以
下
、
付
属
小
学
校
）。
旧
富
山

城
内
の
旧
富
山
藩
の
藩
校
・
広
徳
館
の

跡（
現
在
の
富
山
税
務
署
の
あ
た
り
）に

あ
り
、
廉
太
郎
は
、
小
学
校
１
年
生
の

途
中
か
ら
３
年
生
の
途
中
ま
で
こ
の
学

校
に
通
っ
て
い
た
。

　

富
山
城
は
、
藩
政
時
代
は
現
在
の
城

址
公
園
の
約
６
倍
の
広
さ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
６
年
に
廃
城
と
な
り
、

三
の
丸
の
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
解
体
が
進
ん
で
い
た
。
本
丸
御
殿

▲ 滝廉太郎が富山に住んでいた頃の富山
城址の様子（絵は明治16年頃）。石垣や
時鐘台が見える。
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「
…
『
荒
城
の
月
』の
曲
想
を
は
ぐ
く
ん

だ
の
は
、
岡
城
址
だ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
私
は
、
最
初
の
イ
メ
ー

ジ
は
幼
き
日
を
過
ご
し
た
富
山
城
跡
に

違
い
な
い
と
信
ず
る
。
そ
ん
な
こ
と
か

ら
、
富
山
城
跡
に
も〝
荒
城
の
月
の
碑
〞

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」（『
荒
城
の
月
と
と
や
ま
』八
尾
正
治

〈
社
内
誌
へ
の
寄
稿
文
〉　

昭
和
51
年
）

「
に
ぎ
や
か
な
東
京（
横
浜
）か
ら
来
た

ら
富
山
の
城
下
町
は
さ
び
し
い
の
一
言

に
尽
き
る
。
し
ば
し
ば
近
く
に
あ
る
富

山
城
跡（
す
で
に
公
園
と
な
っ
て
い
る
）

へ
散
歩
に
出
か
け
た
り
、
城
壁
の
上
へ

の
ぼ
っ
て
立
山
を
仰
い
だ
り
、
市
街
を

見
渡
し
た
り
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
廉
太
郎
が

『
荒
城
の
月
』の
歌
に
向
か
っ
た
時
、
富

山
城
跡
の
石
垣
が
青
い
月
光
に
ぬ
れ
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
が
絶
対
に
浮
か
ば
ぬ
と

誰
が
言
い
切
れ
る
か
。
筆
者
は
詩
人
の

一
人
と
し
て
こ
れ
を
否
定
で
き
な
い
」

（『
総
曲
輪
懐
古
館
』八
尾
正
治
・
水
間
直

二
・
山
岸
曙
光
著　

巧
玄
選
書　

昭
和

54
年　

※
山
岸
曙
光
氏
の
文
章
よ
り
）

　　

以
後
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
も
上
記

の
よ
う
な
顕
彰
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
県
民
・
市
民
に
広
く
浸
透
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
善
意

の
も
と
制
作
さ
れ
た「
滝
廉
太
郎
ブ
ロ

ン
ズ
像
」が
、
未
だ
に
ゆ
か
り
の
地
に

建
立
で
き
な
い
な
ど
、
課
題
も
あ
る
。

　

今
後
、
富
山
が
文
化
都
市
と
し
て
成

熟
し
て
い
く
た
め
に
、
ゆ
か
り
の
先
人

を
顕
彰
し
て
い
く
姿
勢
は
欠
か
せ
な

い
。
富
山
で
暮
ら
し
た
の
が
少
年
時
代

の
１
年
８
カ
月
と
は
い
え
、
23
年
10
カ

月
と
い
う
短
い
生
涯
だ
っ
た
滝
廉
太

郎
。
偉
大
な
音
楽
家
を
育
て
た
街
と
し

て
、
誇
り
を
も
っ
て
全
国
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

城
址
は「
荒
城
の
月
」の
モ
デ
ル
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
。

　

富
山
で
の
滝
廉
太
郎
の
顕
彰
活
動
が

目
に
見
え
る
か
た
ち
と
し
て
現
れ
た
の

は
、
昭
和
54
年
の
滝
廉
太
郎
少
年
像
の

建
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
起
人
は
富

山
県
九
州
人
会
で
あ
り
、
富
山
の
人
々

に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

　

し
か
し
、
滝
廉
太
郎
と
富
山
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
幾
人
も
の
専
門
家
た

ち
が
書
物
の
中
で
指
摘
し
て
い
た
。

「
城
内
の
官
舎
か
ら
学
校
ま
で
は
僅
か

の
距
離
で
、
廉
太
郎
は
こ
の
城
跡
と
学

校
を
中
心
に
１
年
８
カ
月
の
富
山
生
活

を
送
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

後
に
作
曲
し
た『
荒
城
の
月
』の
最
初

の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
富
山
城
址
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
」

（『
滝
廉
太
郎
の
生
涯
』堀
正
三
著　

い

ず
み
出
版　

昭
和
49
年
）

 

昭
和
63
年
、
松
川
に「
滝
廉
太
郎
丸
」

が
浮
か
ぶ
ま
で
、
日
本
を
代
表
す
る
作

曲
家
の
一
人
で
あ
る
滝
廉
太
郎
が
富
山

に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら

富
山
県
民
・
市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
よ

う
に
少
年
時
代
の
約
２
年
間（
12
歳
か

ら
14
歳
）を
過
ご
し
た
大
分
県
竹
田
市

で
は
、
滝
廉
太
郎
を
顕
彰
す
る
音
楽
祭

を
昭
和
22
年
か
ら
開
催
す
る
な
ど
、
顕

彰
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
岡

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年　
11
月

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
創
刊
。

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年　
６
月

富
山
県
九
州
人
会
が
、
滝
廉
太
郎
の
生
誕

１
０
０
年
を
記
念
し
、
富
山
市
丸
の
内
１
丁

目
の
堺
捨
旅
館
（
現
・
マ
ン
シ
ョ
ン
堺
捨
）

前
に
、
滝
廉
太
郎
の
少
年
像
を
建
立
。

１
９
８
８
（
同
63
）
年　
４
月

松
川
遊
覧
船
の
就
航
に
あ
た
り
、
松
川
（
当

時
は
神
通
川
）
べ
り
の
尋
常
小
学
校
へ
通
っ

て
い
た
滝
廉
太
郎
に
ち
な
み
、
船
を
「
滝
廉

太
郎
丸
」、「
荒
城
の
月
丸
」
と
命
名
。
テ
ー

マ
曲
に
「
荒
城
の
月
」「
花
」
な
ど
を
選
ぶ
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年　
１
月

『
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
と
や
ま
』
発
行
人
・
中
村
孝

一
が
“「
荒
城
の
月
」
の
モ
デ
ル
は
富
山
城
だ
〞

の
新
説
を
発
表
。
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

９
月　
全
国
タ
ウ
ン
誌
会
議
富
山
大
会
で
創

作
劇
「
荒
城
の
月
と
富
山
城
」
が
上
演
。

１
９
９
０
年
（
同
２
年
）　
11
月　
「
荒
城
の

月
の
モ
デ
ル
は
富
山
城
」
と
の
説
が
、
小
学

滝
廉
太
郎
を
め
ぐ
る

富
山
の
動
き

館
発
行
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
。

１
９
９
１
（
同
３
）
年　
２
月　

中
村
孝
一
が
富
山
県
内
の
文
化
・
経
済
界
お

よ
び
行
政
関
係
者
に
呼
び
か
け
、「
滝
廉
太
郎

ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立
委
員
会
」
を
設
立
。（
委
員

長
／
新
田
嗣
治
朗
氏
）

１
９
９
２
（
同
４
）
年　
８
月　

富
山
県
民
会
館
に
て
「
第
１
回
滝
廉
太
郎
祭
」

を
開
催
（
以
後
、
毎
年
開
催
）。
“荒
城
の
月

誕
生
の
ロ
マ
ン
を
探
る
〞
と
題
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
う
。　

１
９
９
３（
同
５
）年　
「
滝
廉
太
郎
記
念
館
」

を
オ
ー
プ
ン
。

１
９
９
４
（
同
６
）
年　
松
川
に
大
型
船
「
滝

廉
太
郎
Ⅱ
世
号
」
が
就
航
。

２
０
０
３
（
同
15
）
年　
９
月　

滝
廉
太
郎
の
没
後
１
０
０
年
と
神
通
川
直
線

化
１
０
０
年
を
記
念
し
、
松
川
べ
り
に
て

「
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」「
川
と
街
づ
く
り
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。

２
０
１
１
（
同
23
）
年　
３
月　

『
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
と
や
ま
』
創
刊
４
０
０
号
を

記
念
し
、
特
集
「
滝
廉
太
郎
来
富
１
２
５
周

年
記
念　

滝
廉
太
郎
と
富
山
」
を
掲
載
。

▲ 小学校跡（富山市丸の内１丁目）に
建つ、滝廉太郎の少年像と「滝廉太
郎 修学の地」と書かれた看板。　　

富
山
で
も
滝
廉
太
郎
の

顕
彰
活
動
を
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中
村　
例
え
ば
、
ど
ん
な
こ
と
を
覚
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
？

浅
岡　
小
さ
い
頃
に
い
た
山
形
は
、
後

に
当
時
の
近
所
の
地
図
を
書
け
る
ほ
ど

で
、
父
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

満
州
で
は
４
歳
で
し
た
が
、
寒
か
っ

た
の
で
特
に
暖
房
器
具
の
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
ね
。
新
し
い
家
で
は
ス

チ
ー
ム
だ
っ
た
と
か
（
笑
）。

　

そ
の
後
、
５
歳
の
と
き
満
州
の
治
安

が
悪
化
し
、
子
ど
も
だ
け
で
川
崎
の
叔

父
の
と
こ
ろ
へ
帰
さ
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
頃
の
記
憶
が
一
番
強
い
で
す
。
と

い
う
の
も
、
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
が
教

会
で
、
朝
か
ら
ず
っ
と
音
楽
漬
け
。
音

楽
の
本
に
は
載
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

素
晴
ら
し
い
歌
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん

で
す
。
現
在
の
私
の
原
点
は
、
そ
こ
に

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

中
村　
そ
の
頃
の
先
生
の
年
齢
と
い
う

と
、
滝
廉
太
郎
が
富
山
に
い
た
頃
と
近

い
で
す
よ
ね
。

浅
岡　
そ
う
で
す
ね
。
７
歳
に
な
っ
て

小
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
東

京
に
引
っ
越
し
て
か
ら
な
の
で
す
が
、

そ
の
頃
は
音
楽
的
に
感
性
の
鋭
い
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
は
国
民
唱

歌
と
い
う
の
が
出
始
め
た
時
期
で
、
そ

の
歌
を
今
で
も
き
れ
い
に
覚
え
て
い
る

く
ら
い
で
す
か
ら
。

中
村　
富
山
で
も
、
市
民
の
方
が
滝
廉

太
郎
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
、
ゆ
か

り
の
作
曲
家
と
し
て
誇
り
に
感
じ
て
い

け
た
ら
良
い
の
で
す
が
…
。ま
だ
ま
だ
、

関
心
が
低
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

浅
岡　
や
は
り
富
山
に
い
た
の
が
子
ど

も
の
頃
と
い
う
こ
と
で
、
文
献
な
ど
絶

対
的
な
も
の
に
記
録
さ
れ
る
年
齢
で
は

な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。け
れ
ど
、

富
山
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
感
性
の

面
で
十
二
分
に
影
響
を
受
け
た
の
は
絶

対
的
な
事
実
で
す
し
、
も
っ
と
自
信
を

持
っ
て
、
滝
廉
太
郎
と
富
山
の
関
わ
り

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
よ
。

中
村　

や
は
り
、
目
に
見
え
る
形
で
、

滝
廉
太
郎
を
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
が
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
う
の
で
す
が
…
。

浅
岡　
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
が
、
富
山
の
文
化
的
レ
ベ
ル
の
評
価

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

中
村　
９
月
22
日
（
日
）
に
、
滝
廉
太

郎
記
念
の
「
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
松

川
べ
り
で
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
方
と
一
緒
に

滝
廉
太
郎
を
顕
彰
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

中
村　

浅
岡
先
生
に
は
、「
滝
廉
太
郎

記
念　

富
山
音
楽
祭
」
で
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
努
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
こ
れ

ま
で
も
滝
廉
太
郎
の
顕
彰
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
、
廉
太
郎
が
富
山
を

去
っ
て
１
２
５
年
目
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
先
生
も
お
父
様
の
転
勤
で

各
地
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

浅
岡　

父
は
富
山
市
の
出
身
で
す
が
、

東
京
で
官
吏
を
し
て
い
ま
し
て
ね
。
山

形
に
転
勤
に
な
っ
て
か
ら
私
が
生
ま
れ

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
４
歳
で
満
州
、

５
歳
で
川
崎
、
小
学
校
へ
上
が
る
頃
に

東
京
へ
と
移
り
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
の

記
憶
は
あ
や
ふ
や
だ
ろ
う
と
言
う
人
も

い
ま
す
が
、変
化
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

私
は
そ
の
当
時
の
こ
と
を
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
ん
で
す
。
滝
廉
太
郎
も
父

親
の
転
勤
が
多
か
っ
た
で
す
し
、
き
っ

と
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
ね
。

浅
岡　
節
夫 

さん  （
音
楽
家
）

◎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
／ 

中
村
孝
一

楽
聖
・
滝
廉
太
郎
を
偲
ぶ

［プロフィール］
昭和38年より丘声会を主宰。丘声会オペラ協会
会長、県オペラ協会名誉会長などを務め、数多く
のオペラ、 合唱を指揮し、国内外で活躍する多
くの声楽家を育成。2011年11月に地域文化功
労者 文部科学大臣表彰を受けた。

滝
廉
太
郎
を
顕
彰
し
、

文
化
の
香
り
高
い
富
山
に


